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積極果敢に地域課題を捉えて事業運営に
取り組んでいきたい−と菊地社長　　　

釧
路
コ
ー
ル
マ
イ
ン
株
式
会
社
は
、
釧
路
市
に
本
社
を

置
く
日
本
唯
一
の
坑
内
掘
石
炭
生
産
会
社
で
あ
る
。
２

０
０
１
年
12
月
27
日
、資
本
金
５
０
０
０
万
円
で
設
立
。

翌
02
年
１
月
31
日
に
は
閉
山
し
た
太
平
洋
炭
礦
よ
り
５

０
９
名
を
再
雇
用
し
石
炭
産
業
を
引
継
い
だ
。
そ
の
後
、

資
本
金
９
９
６
０
万
円
に
増
資
し
、
市
民
炭
鉱
と
し
て

採
炭
業
務
を
再
開
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
時
に
海
外
研
修

生
の
受
け
入
れ
も
開
始
し
て
い
る
。

っ
て
支
保
し
て
い
る
。
採
炭
方
式
は
太
平
洋
炭
礦
が
世

界
で
初
め
て
取
り
入
れ
た
ド
ラ
ム
カ
ッ
タ
ー
と
シ
ー
ル

ド
枠
を
使
用
し
た
長
壁
式
採
炭
法
を
採
用
し
て
い
た
が
、

19
年
10
月
か
ら
は
大
量
生
産
型
か
ら
地
産
地
消
型
の
石

炭
生
産
体
制
に
生
産
方
式
を
一
新
。
コ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ス

マ
イ
ナ
ー
（
連
続
切
削
機
）
と
シ
ャ
ト
ル
カ
ー
を
組
み

合
わ
せ
た
ル
ー
ム
採
炭
方
式
へ
転
換
し
て
生
産
を
続
け

て
い
る
。

　

春
採
夾
（
き
ょ
う
）
炭
層
と
呼
ば
れ
る
炭
層
か
ら
採

掘
さ
れ
る
石
炭
は
、
炭
質
は
純
一
般
炭
で
、
製
品
の
発

熱
量
は
１
キ
ロ
あ
た
り
約
６
３
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
、

硫
黄
分
が
少
な
い
た
め
、
低
公
害
炭
と
し
て
火
力
発
電

所
を
中
心
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

研
修
事
業
に
お
い
て
は
、
現
地
炭
鉱
の
設
備
・
環
境

に
適
し
た
技
術
指
導
を
行
う
受
入
研
修
、
相
手
国
の
モ

デ
ル
炭
鉱
で
保
安
・
生
産
に
直
結
し
た
技
術
指
導
を
行

う
派
遣
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
研
修
生
の
出
身
国
の

事
情
に
配
慮
し
、生
産
・
保
安
・
管
理
技
術
の
向
上
を
、「
共

に
学
び
目
指
す
こ
と
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

　

20
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
海
外
渡
航
が
困
難
と
な

り
、
受
入
研
修
・
派
遣
研
修
と
も
に
従
来
の
現
地
で
行

う
研
修
実
施
が
か
な
わ
ず
に
い
る
が
、
対
象
国
の
協
力

に
よ
り
リ
モ
ー
ト
や
資
料
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
を
実
施
し
た
。
会
社
設
立
以
来
、
ベ
ト
ナ
ム
・
中
国
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
よ
り
研
修
生
延
べ
人
数
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株
主
構
成
は
、
主
に
釧
路
の
地
元
企
業
52
社
で
構
成

さ
れ
た
独
立
系
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
会
社
と
な
っ
て
い
る
。

事
業
は
石
炭
の
採
掘
・
販
売
事
業
、
海
外
技
術
者
研
修

を
メ
イ
ン
と
し
た
国
際
交
流
事
業
、
そ
し
て
環
境
関
連

国
内
唯
一 

石
炭
坑
内
掘
り

を
中
心
と
し
た
新

規
事
業
を
３
本
柱

と
し
て
事
業
展
開

し
て
い
る
。

　

石
炭
採
掘
事
業

で
は
、
太
平
洋
の

海
底
下
を
採
掘
、

坑
道
は
鋼
枠
を
使
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釧路コールマイン株式会社

外
炭
輸
入
販
売
、
炭
鉱
用
各
種
機
器
の
開
発
・
販
売
で
、

主
に
ア
ジ
ア
産
炭
国
向
け
に
、
防
爆
型
の
各
種
セ
ン
サ

ー
や
坑
内
伝
送
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
集
中
監
視
シ
ス

テ
ム
な
ど
が
現
在
稼
働
中
だ
。

　

一
方
、
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は
、
釧
路
広
域
連
合

の
一
般
廃
棄
物
焼
却
炉
を
運
転
維
持
管
理
し
て
い
る
釧

路
エ
コ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
株
式
会
社
に
26
名
の
技
術
者

等
を
派
遣
し
て
お
り
、
３
交
代
で
運
転
・
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
潟
・
青
森
・
山
形
の
各
施

設
稼
働
時
に
運
転
指
導
員
を
派
遣
し
技
術
指
導
を
行
っ

て
き
た
実
績
も
あ
る
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
力

　

ま
た
、
同
社
の
石
炭
を
使
用
し
た
釧
路
火
力
発
電
所

が
、
20
年
12
月
に
稼
働
を
開
始
。
坑
内
水
や
釧
路
市
の

下
水
処
理
水
を
冷
却
水
と
し
て
使
用
し
、
発
電
所
か
ら

出
る
廃
温
水
は
炭
鉱
の
選
炭
水
と
し
て
再
利
用
、
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
を
30
％
混
焼
し
て
発
電
し
た
燃
焼
後
の
石

炭
灰
は
、
坑
内
の
石
炭
採
掘
跡
へ
の
充
填
剤
と
し
て
再

生
利
用
す
る
な
ど
、
炭
鉱
と
の
協
業
、
地
域
特
性
や
環

境
に
配
慮
し
た
様
々
な
工
夫
を
取
り
入
れ
た
発
電
所
で
、

運
転
維
持
管
理
に
当
た
る
技
術
者
も
派
遣
し
て
い
る
。

　

21
年
度
か
ら
は
坑
内
採
掘
跡
へ
の
充
填
時
に
Ｃ
Ｏ
２

を
封
入
し
炭
酸
塩
鉱
物
化
さ
せ
て
地
下
に
固
定
す
る「
払

い
跡
充
填
技
術
の
確
立
」
が
、
経
済
産
業
省
の
補
助
事

業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に

向
け
た
新
し
い
取
り
組
み
も
炭
鉱
の
地
下
空
間
を
活
用

し
て
始
ま
っ
て
い
る
。

　
「
当
社
の
各
事
業
は
、
国
、
北
海
道
、
釧
路
市
や
関

係
機
関
ま
た
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い

て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
地
元
の
ご
支
援
に
応
え
る
べ

く
、
地
域
に
根
差
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
関
連
の
イ
ン

フ
ラ
を
支
え
る
地
元
企
業
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
Ｃ

Ｏ
２
排
出
削
減
を
地
域
の
命
題
と
し
て
捉
え
、
不
退
転

の
決
意
を
も
っ
て
、
今
後
も
積
極
果
敢
に
地
域
課
題
を

捉
え
て
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
菊
地

社
長
は
語
っ
て
い
る
。

３
０
５
３
名
を
受
け
入
れ
、
ま
た
、
派
遣
事
業
で
は
ベ

ト
ナ
ム
・
中
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
延
べ
４
０
７
４
名

を
派
遣
し
て
い
る
。
研
修
の
成
果
と
し
て
、
中
国
・
ベ

ト
ナ
ム
に
お
け
る
石
炭
生
産
量
の
増
加
、
重
大
災
害
の

激
減
と
い
う
成
果
を
上
げ
て
お
り
、
対
象
国
か
ら
は
今

後
も
事
業
継
続
を
求
め
る
非
常
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　

新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
石
炭
関
連
事
業
、
環
境
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
に
大
別
さ
れ
、
石
炭
関
連
事
業
は
、
海石炭採掘作業

釧路コールマインの石炭を使用した釧路火力発電所


